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は
じ
め
に

菅

野

博

史

(
1

)

筆
者
は

か

つ
て

『
大
般
浬
契
経
集
解
』

に
収
録
さ
れ

て
い
る
道
生

(
?
-
四
三
四
)
の
経
序

の
思
想
を
考
察

し
た
論
文

の
な
か
で
、
道
生

の

注
に
頻
出
す
る

「
理
」

の
概
念
が
彼

の
思
想

の
理
解
に
と

っ
て
き
わ
め

て
重

要
で
あ

る
こ
と

に
気
づ
き
、
『
注
維
摩
詰
経
』

の
道
生
注

、
『
妙
法

蓮
花
経
疏

』
を
も
資
料
と
し

て
、
大
雑
把

で
あ
る
が
、
「
理
」

の
用
法
を

四
種
に
分
類
整
理
し
た
。
第

一
は
、
「
事
」
と
対
照
的
に
用

い
ら
れ
る

場
合

で
あ
り
、
「事

」
が
具
体
的

な
事

実
を
意
味
す
る
の
に
対

し
、
「
理
」
は

「事

」
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ

る
道

理
を
指

す
用
法
で
あ

る
。
第

二

は
、
「
言
」
と
対
照
的

に
用

い
ら
れ
る
用
法

で
あ
り
、
こ
の
場
合
は
仏

の
教
え

(言
葉
)
が
真
理
と

ぴ

っ
た
り

一
致
す
る
こ
と
を

い
う

文
脈
で
は
、

万
物

の
根
底
を

貫
く
普
遍
的
理
法
を
指
す

(第
四
の
用
法
に
通
じ
る
)
と
き
と
、
言
葉
に
よ

っ
て
表
現
さ
れ

る
道

理
と

い
っ
た

や
や
軽

い
意
味

の

と
き

の
二
種
類
が
あ

っ
た
。
第

三
は
、
「
～
と

い
う

こ
と
」
く
ら

い
に
訳

し
て
よ

い
用
法

で
あ

る
。
第

四
は
、
万
物

の
根
底

に
存
す
る
道

理
、

存
在

の
真

理
を
意
味
す

る
、
存
在
論
的
概
念
と
し
て
の
用
法

で
あ
る
。

こ
の
第

四
の
用
法
が
最
も
重
要

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
第

四

の
用
法

の
中

に
収
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
思
う
が
、
道
生
が

「
仏
性
」
を

「
理
」
と
同

一
視
し

て
解
釈
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
道
生

の

「
理
」
に

つ
い
て
少
し
く
考
察
し
た

こ
と

は
あ

っ
た
が
、
厳
密

に

「
理
」

の
用
法
を
分
析
し
た
わ
け
で
も
な
く
、

中
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国

の
思
想
史
に
お
け
る
道
生

の

「
理
」

の
位
置
づ
け
と

い
う

よ
う
な
大
き
な
問
題
に
も
ま

っ
た
く
注
意
が
及
ん
で

い
な
か

っ
た
こ
と
を

反
省
せ

(
2

)

ざ

る
を
え

な

い
。
と

こ
ろ
が
、
近
年
、
荒
牧
典
俊
氏
が

「
中
国
に
お
け
る
仏
教
受
容
ー

「
理
」

の

一
大
変
ー

」
と

い
う
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。

荒
牧
氏
は

「
中
国
古
代

の
皇
帝
中
心

の
共
同
体
文
化

か
ら
中
国
中
世

の
人
間
中
心
文
化

へ
の

『
一
大
変

』
が
仏
教
を
受
容
す
る
こ
と

に
よ

っ
て

達
成

さ
れ
た
」
と

い
う
基
本
的
な
視
点
に
立
ち
、
該
論
文

で
は

「
こ
の
よ
う
な
中
国
文
化

の

『
一
大
変

』
を

『
理
』
概
念

の

『
一
大
変

』
に
よ

っ
て
説
明
し

て
み
た

い
」
と
、
考
察

の
中
心
を

「
理
」

の
概
念

に
置
く
こ
と
を
述

べ
ら
れ
、
そ
の
考
察

の
な
か

で

「
竺
道
生
こ
そ
が
、
鳩
摩
羅

什

・
僧
肇

・
僧
叡

の
哲
学
を

『
理
』
の
哲
学
と

し
て
体
系
化
し
、
そ
れ
を
謝
霊
運
が
さ
ら
に
中
国
化
し
た
と

で
も

い
う

べ
き
で
あ

る
」
と
結
論

づ

け
ら
れ
た
。

中
国

の
思
想
史
に
お
け
る
道
生

の

「
理
」

の
哲
学

の
重
要
性
を
指
摘

し
た
論
文

で
、
啓
発

さ
れ
る
と
こ
ろ
大

で
あ

っ
た
。
た
だ

し
、
道
生

の

「
理
」

の
用
例
は
膨
大

な
数
に

の
ぼ
り
、
そ
れ
ら
を
詳
細
に
分
析
す
る
作
業
が
ま
だ
残
さ
れ
て
お
り
、
道
生

の
思
想
を
深
く
理
解

す

る
た
め

に
も
、
「
理
」

の
さ
ま
ざ

ま
な
用
法
を
す

べ
て
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う

。
そ

の
基
礎
作
業
と
し
て
、
本
稿
で
は
、
『
妙

法
蓮
花
経
疏
』
に
お
け
る

「
理
」

の
用
例
を
掲
げ
、
そ

の
内
容
を
考
察
す
る
。
ま
た
、
付
篇
と

し
て
、
末
尾

に

『
注
維
摩
詰
経
』
の
道
生
注
、

『
大

般
浬
桑
経
集
解
』

の
道
生
注
に
出
る

「
理
」

の
す

べ
て
の
用
例
を
、
今
後

の
研
究

の
資
料
と

し
て
提
示
す

る
。
な
お
、
付
篇

の

『
注
維
摩

詰

経
』
、
『
大
般
浬
桑
経
集
解
』

の
用
例
に
付
す
番
号

は
、
便
宜

上
、
『
妙
法
蓮
花
経
疏

』
の
用
例
と
通
し
番
号
と
す
る
。
出
典

は
頁

・
段

の
み

を
記
す
が
、
『
妙
法
蓮
花
経
疏

』
は
続
蔵

一
1
二
乙

-
二
三
-
四
所
収
、
『
注
維
摩
詰
経
』
は
大
正
蔵

三
八
巻
所
収

、
『
大
般
浬
桀
経
集
解
』
は

大
正
蔵
三
七
巻
所
収

で
あ
る
。

第

一
節

『
妙
法
蓮
花
経
疏
』
に
お
け
る

「
理
」
の
用
例

12

倶
文
義
富
博
、
事
理
兼
遽
。
(
三
九
六
左
下
)

所
以
殊
経
異
唱
者
、
理
山豆
然
乎
。
皇
由
蒼
生
機
感
不

一
啓
悟
万
端
。
(
同
前

)



道生撰 『妙法蓮花経疏』にお ける 「理」の概念 について121

345678212019181716151413121110 9

平
等
者
、
謂
理
無
異
趣
同
帰

一
極
也
。
(三
九
七
右
上
)

乗
者

、
理
運
弥
載
代
苦
為
義
也
。
(
同
前
)

斯

則
言
当

理
憾
、
無
昔
虚
偽
、
謂
之
妙
耳
。
(
同
前
)

如
者

、
当

理
之
言
。
言
理
相
順
、
謂
之
如
也
。
(
三
九
七
右
下
)

一
時
者

、
言
難
当
理
、
若

不
会
時
、
亦
為
虚
唱
。
故
次
明

一
時
。
(同
前
)

三
乗
外

順
、
　
与
理
反
。
執
文
乖
旨
、
則
何
能
不
骸

一
乗
之
唱
。
(三
九
八
右
上
)

理
広
而
脱

長
途
之
苦
、
為

大
乗
也
。
唯
菩
薩
能
学
、
為
之
説
也
。
(三
九
八
右
下
)

教
菩
薩
法

、
菩
薩
未
尽
理
、
応
以
教
之
。
(同
前
)

仏
所
護
念

、
仏
尽
理
全
為
護
、
永
無
忘
失
為
念
。
(同
前
)

夫
動
静
唯
物
。
聖
量
然
乎
。
窮

理
尽
性
、
謂
無
量
義
定
。
(同
前
)

夫
玄
理
幽
淵
、
出
乎
数
域
之
表
。
自
非
証
窮
深
理
、
何
由
暢
然
欲
申
之
也
。
(三
九
八
左
下
)

文
殊
知
理
既
微

妙
、
不
敢
指
斥
詳
而
発
言
、
故
云
我
今
惟
付
欲

説
大
法
。
(同
前
)

十
者
、
数
之
満
極
。
表
如
来
理
円
無
欠
道
無

不
在
、
故
寄
十
也
。
(同
前
)

若

云

一
乗
品
者
、
理
似
可

一
、
故
言
方
便
、
乃
表
絶
歎
之
致
　
。
(三
九
九
右
下
)

既
云
無
方

、
其
辞
似
乖
理
当
。
又
須
更
明
三
乗
之
異
、
謂
之
種
種
。
(
三
九
九
左
上
)

理
唯

一
極

、
言
符
乎
理
、
故
云
語
無
異
。
(同
前
)

道
高

理
遠

、
敦
能
間
者
。
(
四
〇
〇
右
上
)

理
筍
有

三
、
聖
亦
可
為
三
而
出
。
但
理
中
無
三
、
唯
妙

一
而
已
。
(
四
〇
〇
右
下
)

見
濁
、
五
邪
見
本
背
真
違
理
、
故
別
立
之
。
(四
〇
〇
左
上
)
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仏
以
濁
世
人
無
大
志
、
而
所
以
仏
理
幽
遠
、
不
能
信
之
。
(
同
前
)

理
本
無
言
。
仮
言
而
言
、
謂
之
方
便
。
(
四
〇
〇
左
下
)

知
法
常
無
性
第

一
空
義
、
明
理
無

二
極
　

。
(同
前
)

仏
種
従
縁
起
、
仏
縁
理
生
。
理
既
無

二
、
量
容
有
三
。
是
故
説

一
乗
耳
。
(同
前
)

理
既
幽
遽
、
難
以

一
隅
、
故
曲
寄
事
像
、
以
写
遠
旨
。
借
事

況
理
、
謂
之
讐
喩
。
(
四
〇

一
右
上
)

今
偏
授
記
者
、
明
理
中
無
小
。
(
四
〇

一
右
下
)

若
国
邑
自
下
義
況
、
凡
七
段
明
理
。
(
四
〇

一
左
上
)

説
法
資
慧
命
為
財
、
理
無
窮
限
為
無
量
。
(
同
前
)

邪
見
住
之
為
柱
、
乖

理
非
堅
為
腐
敗
也
。
(
四
〇

一
左
下
)

梁
棟
傾
危
、
楳
在
療
愛
為
梁
棟

、
理
易
可
奪
為
傾
危
。
(
同
前
)

身
者
、
　
身
。
　
身

理
能
提
接
為
手
、
必
能
為
力
也
。
(
四
〇
二
右
上
)

机
案
、

四
等
。
理
言
説
平
若
等

。
(同
前
)

三
界
流
転
、
義
如
歩

騨
長
途
之
苦
。
理
能
無
為
代
歩
之
楽
、
以
喩
車
也
。
(
四
〇
二
右
下
)

在
実
相
無

不
通
理
、
為

四
衝
道

。
(同
前
)

理
筍
無
三
、
自
然
与

一
　
。
(同
前
)

各
賜
諸
子
等

一
大
車
、
由
索
得
説

三
是

一
理
。
理
荷
無

三
、
今
与
其

一
。
(
四
〇
二
左
上
)

衆
宝
荘
厳
車
者
、
表
所
以
大
乗
妙
理
無
善
而
不
備
　
。
(同
前
)

高
広
、
理
超
数
表
為
高
、
弥
論
無
極
為
広
。
(同
前
)

理
妙
因
円
、
為
形
体
妹
好
。
(
同
前
)
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昔
化
浅
昧
、
彼
自
尋
乖
。
乖
理
成
横

而
有
諸
苦
、
為
忽
然
火
起
。
(
四
Ω

二
右
上
)

昔
受
化
従
生
為
子
。
化
理
在

三
界
外
。
尋
自
乖
化
、
還
耽

五
欲
、
為
遊
戯
。
(同
前
)

造
諸
大
車
、
大
乗

理
無
造
作
。
子
先

不
知
、
使
其
始
知
為
造
耳
。
(
四
〇
三
右
下
)

夫
唱
高
必
知
寡

、
理
深
必
信
少
。
(同
前
)

法
印
、

一
乗
妙

理
。

理
無
塞
滞
、
如
王
者
之
印
無
所
不
通
　
。
(
同
前
)

昔
受
菩
薩
時
化
。
化

理
本

一
。

一
従
仏
生
為
子
。
仏
即
父
也
。
(
四
〇
三
左
下
)

一
乗
之
理
可
以
防
非

、
為
城
。
十
方
帰
化
、
為

一
也
。
(
四
〇
三
左
下
-
四
〇
四
右
上
)

錐
在
人
身
作
仏
処
、
理
無
非
法
。
(
四
〇
四
右
上
)

理
過
於
言
、
為

盈
溢
。
(同
前
)

車
者
、
理
運
無
方
也
。
(同
前
)

昔
縁
牽
向
父
所
止
城
、
理
為
至
也

。
(同
前
)

慈
悲
之
念
念
之
乖
理
、
而
子
受
化
之
後
、
迷
倫
五
道
、
為

五
十
年
也
。
(同
前
)

理
為
法
身
、
所
処
無
畏
、
鋸
師
子
床
。
(
四
〇
四
右
下
)

如
此
諸
天
皆
自

持
僑
傲
而
皆
宗
事
者

、
理
伏
之
然
也
。
(同
前
)

父
理
能
伏
其
情
、
為
有
力
勢
。
(同
前
)

大
乗
妙
法
、
為
堅
執
之
理
。
理
不
容
間
、
為
疾
也
。
(
四
〇
四
左
上
)

大
乗
執
之
、
転
功
其
情
。

理
終

不
捨
、
為
強
牽
也
。
(同
前
)

理
不
光
円
、
為
形
色
憔
悸
。
内
解
不
明
、
為
無
威
徳
。
(
四
〇
四
左
下
)

仏
理
絶
人
、
府
示
得
接
耳
。
(同
前
)
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使
聞
大
乗
、
則
出
入
此
理
、
無
疑
難
也
。
(
四
〇
五
右
上
)

乖

理
為
惑
。
惑

必
万
殊
。
反
則
悟
理
。
理
必
無

二
、
如
来
道

一
。
物
乖
謂
三
。
三
出
物
情
。
理
則
常

一
。

等
注
、
滞
無

大
少
、

四
等
法
雨
、
理
亦
如
之
也
。
(
同
前
)

以
大
音
声
、
理
広
無
量
為
大
。
無
不
聞
知
為

遍
。
(同
前
)

理
顕
灼
然
、
為
唱
。
(同
前
)

理
説
既
招
、
有
教
無
類
、
莫
不
同
来
。
(
四
〇
五
左
下
1
四
〇
六
右
上
)

不
自
覚
知
、

一
相
之
法
理
無
異
味
、
衆
生
錐

同
沽
道
沢
、
而
莫
知
所
以
。
(
四
〇
六
右
上
)

説
必
当
理
。
理
当
、
則
数
鍾
来
果
、
故
仏
為
受
記
。
(
同
前
)

聖
既
会
理
、
則
繊
爾
累
亡
。
累
亡
、
故
山豆
容
有
国
土
者
乎

。
(同
前
)

此
諸

人
所
以
索
記
者
、
明
其
内
懐
妙
解
、
理
応
得
記
、
故
致
索
耳
。
(
四
〇
六
右
下
)

所
以
云
仏
滅
度
久
者
、
遠
表
釈
迦
堕
上
古
猶
念
今

日
、
以
証
今
説
、
理
名
当
也
。
(同
前
)

所
以
言
十
小
劫
仏
法
猶
不
現
前
者
、
明
至
理
玄
遠
難
可
率
剋
。
(同
前
)

所
以
人
天
交
葦
設
供
如
林
者
、
明
至
徳
威
重
理
感
天
。
(
同
前
)

不
知
光
明
相
者
、
明

理
喩
情
外
。
(
四
〇
六
左
上
)

彼
仏
受
沙
弥
請
過
二
万
劫
已
、
明
理
深
道
遠
、
要
須
詳
審
、
亦
使
物
欽
仰
也
。
(
四
〇
七
右
上
)

会
理
則
通
、
乖
理
為
塞
。
(同
前
)

如
来
著
説
、
言
難
無
方
、
理
無
異
帰
。
(
四
〇
七
左
上
)

由
友
而
来
、
則
為
友
与
、
理
固
無
失
。
(同
前
)

為
楽
作
行
。
行
乖
大
道
、
於
理
有
歎
、
所
所
得
之
。
(同
前
)

(
四
〇
五
左
下
)
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法
師
者
、
無
理
不
通
、
為
人
能
宣
揚
斯
道
、
謂
之
法
師
。
(四
〇
七
左
下
)

以
衣
覆

之
、
理
深
弥
覆

、
衣
以
表
之
。
(
四
〇
八
右
上
)

所

以
現
塔
者
、
証
説
法
華

理
必
明
当

。
(
四
〇
八
右
下
)

夫
人
情
昧
理
、
不
能

不
以
神
奇
致
信
。
欲
因
弦
顕
証
、
故
現
宝
塔
。
(同
前
)

本
在
於
空
理
、
如
塔
住

於
空
中
。
(
四
〇
八
左
上
)

又
以
衆
宝
荘
校
者
、
遠
表
極
果
無
善
而
不
有
。
於
是
其
理
従
事

顕
然
。
(同
前
)

所

以
爾
者
、
欲
表
理
不
可
頓
階
、
必
要

研
麓
以
至
精
。
(同
前
)

親
近
処
者
、
能
遠
悪
近
理
也
。
心
既
栖

理
、
則
身

口
無
過
。
(
四
〇
八
左
下
)

已
入
於

理
而
履
行
之
、
為
行
処
也
。
難
未
入
理
、
親
而
近
之
、
為
親
近
処
。
(
四
〇
九
右
上
)

向

明
理
心
之
徳
、
今
弁

観
行
之
能
。
(同
前
)

親
近
処
亦
有
始
終
也
。
不
近
起
乱
之
処

、
為
親
近
理
。
(同
前
)

此
是
始
観
、
未
能
入
理
、
為
親
近
処
終

也
。
(
四
〇
九
右
下
)

仮
他
方
者
、
似
化
理
不
足
、
故
示
踊
出
、
以
表
斯
義
。
(
四
〇
九
左
上
)

故
三
告
者
、
以

理
深
道
妙
不
可
軽
説
也
。
(
四
〇
九
左
下
)

解
微
柾
惑
、
為
飲
毒
薬
。
乖
理
為
他
。
惑
縁
至
、
為
薬
発
。
(四

一
〇
右
上
)

本
化
理
真
、
為
家
。
彼
受
化
縁
至
、
更
還
伽
耶
城
、
目
之
為
帰
也
。
(同
前
)

縁
浅
解
昧
、
微
漸
近
理
、
為
遥
見
也
。
(同
前
)

六
度
大
法
不
持

之
去
、
理
不
可
亡
、
行
之
則
存
也
。
(
四

一
〇
右
下
)

言
難
反
常
、
理
不
乖
真
。
錐
復
終

日
説
、
説
而
無
虚
妄
罪
也
。
(同
前
)
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夫
未
見
理
時
、
必
須
言
津
。
既
見
乎

理
、
何
用
言
為
。
其
猶
笙
蹄

以
求
魚
菟
、
魚
菟
既
獲
、
笙
蹄
何
施
。
(
四

一
〇
左
上
)

若

一
聞
経
、
頓
至

一
生
補
処
或
無
生
法
忍
。
理
固
無
然
。
本
荷
無
解
、
言
何
加
乎
。
(同
前
)

理
護

十
住
。
彼
難
不
仮
、
而
在
仮
之
位
。
(同
前
)

次
第

不
越
者
、
欲
明
理
転
深
妙
。
悟
者
亦
少
、
難

可
得
速
、
示
菰
意
也
。
(四

一
〇
左
下
)

法
花
為
理
、
円
通
無
極
、
人
能
随
喜

。
(
四

=

右
上
)

現
六
根
果
者
、
欲
明
其
浄
信
。
亦
表

罪
福
影
饗
理
不
可
差
。
(
四

=

左
上
)

明
因
果
既
寛
。
斯
則
理
円
事
畢
。
(
同
前
)

道
既
如
此
、
明
理
暢
黄
中
。
理
暢
黄
中
者
、
寄
以
馨
咳
。
然
黄

中
之
唱
、
言
必
有
旨

。
復
託
以
弾
指
。
理
既
宣
揚
於
口
下
、

声

遍
至
十
方
。
(同
前
。
口
は
底
本
で
判
読
不
可
能
と
し
て
い
る
も
の
。
以
下
同
じ
)

今
明

因
果
倶
寛
、
理
説
都
畢
。
(
四

一
一
左
下
)

摩
頂
而
付
者
、
以
理
深
事

大
、

要
口
口
惣

(惣
は
底
本
の
頭
注
に
原
本
不
明
と
あ
る
)。
為
是
義

故
立

品
耳
。
(
同
前
)

上
明
因
果
理

一
、
則
無

異
趣
。
宗
極
顕
然
、
領
会
有
在
。
(同
前
)

若
能
領
斯
意
者
、
難
在

其
形
恒
是
焼
、
理
為
乖
其
旨

。
(同
前
)

聖
人
振
初

(初
は
底
本
の
頭
注
に
原
本
不
明
と
あ
る
)、
理

不
抜
無
根
。
(
四

一
二
右
下
)

観
世
音
者
、
以
無
不
通
為

理
、
無
不
済
為
懐
。
(同
前
)

但
玄

言
理
説
妙
絶
群
庶
、
致
令
近
識
受
持
心
薄
。
(
同
前
)

昧
理
望
連
者
、
傑
然
信
至
、
故

借
呪
名
、
以
諸
理
説
。
理
説
無
処
、
更
成
名
実

。
(同
前
)

呪
理
錐

一
、
制
辞
不
同
。
(
四

一
二
左
上
)

斯
則

人
高
理
遠
、
冥
然
絶
群
。
(
四

一
二
左
下
)

故
云
此
二
音
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、
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、
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、
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第
二
節

用
例
の
検
討

上

に
掲
げ
た

「
理
」

の
用
例

の
な
か
で
重
要
と

思
わ
れ
る
も

の
を
順
次

に
考
察
す

る
こ
と
と
す

る
が
、

用
例
は

一
括

し
て
扱

い
、
適
宜

分
類
す

る
。

互

い
に
関
連
す

る
用
例
、
共
通
す

る

(
1

)
「
事
」
と

「
理
」

用
例

1
は
、
法
華

経
と

い
う
経
典

に

つ
い
て
、
そ

の
文
章
、
内
容
が
と

も
に
豊
か

で
、
「
事
」
と

「
理
」
が
と
も
に
奥
深

い
と
賞
賛

し
た
文

章

で
あ

る
。

「
事
」
は

一
般
的

に
は
、
具
体
的
な
事
柄
、
事
象

の
意

で
あ

る
が
、

こ
こ

の

「事

」

の
内
容

は
簡
潔
す
ぎ

て
は

っ
き
り
し
な

い
。

こ

の
よ
う

に
事

と
理
を
対

に
し
た
用
例
は
他

に
も
見
ら
れ
る

の
で
、
そ
れ
ら
を
参

照
す

る
と
、
ま
ず
、

26
の

「
借
事

況
理
、
謂
之
讐
喩
」
が
注

目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
讐
喩
品

の
注

の
冒
頭

の
部
分

で
あ
り
、
品
名

の

「
讐
喩
」

の
注

で
あ

る
。

26

の
私
訳
を
示
す
と
、
「
理

は
奥
深

い
も

の
で

あ
る
以
上
、
物
事

の

一
面
に
よ

っ
て
示
す

こ
と
は
難
し

い
。
そ
れ
ゆ
え
詳

し
く
事
柄
、
形
あ

る
も

の
に
仮
託

し
て
遠
大
な
趣
旨
を

(
事
柄
、
形

あ

る
も

の
に
)
写
す
。
事
柄
を
借
り

て
理
を
讐
え

る
こ
と
を
讐
喩
と

い
う
」
と
な
る
。
讐
喩
品

で
は
三
車
火
宅

の
讐
喩

が
説
か
れ
る
わ
け

で
あ

る
か
ら
、
「
事
」

は
三
車

火
宅

の
讐

喩

の
内
容
を
構
…成
す

る
具
体
的
な
事

象
を
意
味
す

る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
84

の
用
例
に

つ
い
て
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。
84
は
宝
塔
品

の

「
以
衆
宝
荘
校
」
(
『
法
華
経
』

の
本
文

に
は

「
種
種
宝
物

而
荘
校
之

」
と
あ

る
。
大
正
九

・

三

二
中
)

の
注

で
あ

る
が
、
私
訳
を
示
す
と
、
「
さ
ら
に
、
以
衆
宝
荘
校
と
は
、
究
極

の
果
報
が
す

べ
て
の
善
を
具
え

て

い
る
こ
と
を
は

る
か
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に
表
す
。
そ

こ
で
そ
の
理
は
事
柄

に
従

っ
て
は

っ
き
り
と
現
れ
る
」
と
な

る
。
寿
量
品

に
説
か
れ
る

「
極
果
」
が
す

べ
て
の
善
を

旦
ハえ

て

い
る

と

い
う

「
理
」
が
、
宝
塔
が
多

く

の
宝

で
装
飾

さ
れ

て
い
る
と

い
う

「
事
」
に
よ

っ
て
は

っ
き
り
と
示
さ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も

の
で
あ

る
。

ま
た
、
用
例

38
は
、
宝
塔
品
と
類
似
し
た
讐
喩
品

の
経
文
、
「
其
車
高
広
衆
宝
荘
校
」
(
大
正
九

・
一
二
下
)

の
注

で
あ

る
が
、
大
乗

の
妙
理
が

す

べ
て

の
善
を
具
え

て

い
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
り
、

こ
こ
と

一
脈
通
じ
る
解
釈
が
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う

に
、
「
事
」
は
経
典

に
説
か
れ

て
い
る
具
体
的
な
事
柄
を
意
味
し
、
そ

の

「
事
」
を
通
し
て
示
さ
れ
る
も

の
が

「
理
」
と
さ
れ
る
。

1
に
戻
れ
ば
、
「
文
」

や

「
事
」

に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
も

の
が

「義

」
や

「
理
」
と
な

る
。

姻
の

「
理
円
事
畢
」
、

贈
の

「
理
深
事
大
」
も
同
様

の
用
例
で
あ

る
。

で
は
、
こ
の
場
合

の

「
理
」
は
ど

ん
な
意
味

で
あ
ろ
う
か
。

一
般
的

に
は
、
道
理
と

い
う
意
味

で
あ

る
が
、
そ

の
内

容
は
単

に

「
事
」
と
併

記
さ
れ

て
い
る
上
記

の
用
例
だ
け
で
は
、
何

の
限
定
も
さ
れ

て
い
な

い
の
で
、
詳
し
く
は
分
か
ら
な

い
。
た
だ

し
、

84
の
用
例

で
は
、
上
に
そ

の
解
釈
を
示

し
た
よ
う

に
、
限
定

さ
れ
た
内
容
を
持

っ
て

い
る
。

(
2
)
「
言
」
と

「
理
」

用
例

2
は
、
仏
教

に
は
多
数

の
異
な

っ
た
経
教

が
存
在
す
る
が
、

そ

の
理
由
は
、
「
理
」
が
多
数
存
在

す
る
か
ら

で
は
な
く
、
衆
生

の
機

の

多
様
性
に
そ

の
理
由

の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
文
章

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
仏

の
言
葉
と
し
て
表
現
さ
れ
た
教
え
と

「
理
」

が
対
に
な

っ
て

い

る
。

こ
の
用
例

で
は
、
仏

の
言
葉

が

「
理
」
に
根
拠
を
有
し
、
「
理
」
を
言
葉
を
通
し
て
表
現
す

る
も

の
で
あ

る
こ
と

は
必
ず

し
も
明
白

で
は

な

い
。
コ
言
」
と

「
理
」
を
併

記
す

る
他

の
用
例
を
参
照
し

て
み
よ
う
。
な
お
、

こ
の
用
例

で
は
理

の
唯

一
性
を
主

張
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、

こ
の
点
は
別
項
で
考
察
す
る
。

用
例

18
は
、
言
が
理
と
合
致
し

て

い
る
か
ら
、
「
諸
仏
語
無
異
」
(
方
便
品

の
文
。
大
正
九

・
六
上
)
で
あ

る
と
し

て
い
る
。
6
は
、
「
如
是

我
聞
」

の

「
如
」

に

つ
い
て
の
注

で
あ

る
が
、
言
と
理
と
が
合
致
す
る
意
と
し

て
い
る
。

7
も
、
同
じ
文
脈

の
用
例
で
あ

る
。
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こ

の
よ
う

に
、
「
理
」

は

「
言
」
を

通
し
て
示
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
『
法
華
経
』
に
お

い
て
も
当
然
、
「
理
」
は

「
言
」
を
通
し
て
示

さ
れ

て
お
り
、

こ
の
意
味

で

「
理
説

」
と

い
う
用
語
が
用

い
ら
れ
る
。
そ

の
代
表
的
な
用
例
は
、
鵬

「
今
明
因
果
倶
寛
、
理
説
都
畢
」

で
あ

る
。

こ

れ
は
、
嘱
累
品

の
注

で
あ

る
が
、
如
来
神

力
品

ま
で
で
、

一
因

一
果
を
明
か
す

こ
と

が
完
了
し
、
「
理
」
に

つ
い
て

の
教
説
が
す

べ
て
終
わ

っ

た
こ
と
を
述

べ
た
も

の
で
あ
る
。
そ

の
他
、

65
、
m
、

田
に
出

る
。

「
理
」
は

「
言
」
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
か
ら
、
「
理
」
を
見

る
こ
と

の
で
き
な

い
段
階

で
は
、
「
言
」
が
必
須

の
も

の
で
あ
る
が
、
す

で
に

「
理
」

を

見
た
段
階

で
は
、

い
つ
ま
で
も

コ
言
」
に
捕

ら
わ
れ

て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
指
摘
し
た
も

の
が
、
98

の
用
例

で
あ

る
。

と

こ
ろ
で
、
言
が
理
と
合
致

し

て
い
る
側
面
を
指
摘
す
る
場
合

の
ほ
か

に
、
理
が
本
来

、
言
語
表
現
を
越
え

た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す

る
場
合
も
あ

る
。

23
の

「
理
本
無
言
」
、

49
の

「
理
過
於

言
」

の
用
例
が
そ
う

で
あ

る
。

23
で
は
、
本
来
、
言
語
表

現
を

越
え

て
い
る

「
理
」

を

言
語
を
借
り

て
表

現
す

る
こ
と
を

「
方
便
」

の
意
味
と
し
て

い
る
。

(
3

)
「
理

」

の
唯

一
性

こ

れ

ま

で
、

『
法

華

経

』

に
説

か
れ

る

「事

」

や

「
言

」

を

通

し

て
示

さ

れ

る

「
理

」

の
用
例

を

提

示

し

て
き

た

が
、

こ

の

「
理
」

が

道

生

に
お

い
て
ど

の
よ
う

な
性

格

の
も

の
と

規

定

さ

れ

て

い
る
か

を

考
察

す

る
。

さ

ま
ざ

ま

な
視

点

が

あ

る
と

思
う

が
、

ま

ず

は

じ

め

に
、

「
理
」

の
唯

一
性

を

強

調
す

る
用

例

が
比

較

的
多

い
こ
と

に
気

づ

く

。

3

の

「
理
無

異

趣

、
同
帰

一
極

」
、

18

の

「
理
唯

一
極
」
、

20

の

「
但

理
中

無

三

、

唯

妙

　
而

已
」
、

24

の

「
理

無

二
極

」
、

61

の

「
理
必

無

二
、

如

来
道

一
。
物

乖

謂

三

。

三

出
物

情

。

理

則

常

一
」
、

66

の

「
理

無

異
味

」

が

そ

の
例

で
あ

る
。

こ
れ

は

、

『法

華

経

』

の

一
乗

思
想

に
も
適

用

さ

れ
、

「
理
」

が

唯

一
で
あ

る

か

ら
、

そ

の

「
理

」

に
基

づ

く

教
え

も

一
乗

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
と

す

る
。

用

例

25

の

「
理
既

無

二
、

山豆
容
有

三
。

是
故

説

一
乗

耳
」
、

36

の

「
理
筍

無

三

、
自

然

与

一
　
」
、

37
め

「
理

荷
無

三
、

今

与

其

一
」

が
そ

の
例

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

用

例

8

に

「
三
乗

外

順

、
　

与

理

反
」

と

あ

る

よ
う

に
、

三
乗

は
、

仏

の
説

法

の
意

図

は
と

も

か

く

、
外

に
現

れ

た
す

が

た

と

し

て

は
、

「
理

」

に
反

し

た

も

の
と

批
判

さ

れ

る

。
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こ
の
よ
う

に
、
「
理
」
と

一
乗

の
対
応

関
係

に
基
づ

い
て
、
「
理
」
に
は
小
乗

の
な

い
こ
と
を
、
27
の

「
理
中
無
小
」
は
示
し
て

い
る
。
ま

た
、

逆

に
、
38

の

「
大
乗
妙
理
」
、
43
の

「
大
乗
理
」
の
よ
う

に
、
「
理
」
に
大
乗

の
語
を
付

し
、
さ
ら
に
は

45
の

コ

乗
妙
理
」
、
47
の

「
一
乗
之

理
」

の
よ
う

に
、
端
的
に

一
乗

の
語
を
付
し
て

い
る
も

の
も
あ

る
。

「
理
」

の
唯

一
性

の
強
調
は
以
上

の
論
述

の
と
お
り
明
ら
か
で
あ

る
が
、
用
例
16

の
よ
う

に
こ
れ
を
否
定
す

る
よ
う

な
も

の
も
あ

る
の
で
、

検
討
を
要
す

る
。

こ
れ
は
、
方
便
品

の
品
名
が
も
し

一
乗
品

で
あ

っ
た
な
ら
、
「
理
」
が
唯

一
で
あ

る
と
誤
解
さ
れ
る
危
険
性
が
あ

る
の
で
、

方
便
品
と
名
づ
け

て
、
か
え

っ
て

「
理
」
を
絶
賛
す

る
趣
旨
を
表
す
と

い
う
も

の
で
あ
る
。
こ

の
考
え

は
、

一
乗
に

つ
い
て
の
道
生

の
解
釈

に

「
既
無

二
三
、

一
亦
去
　
」

(
四
〇
〇
左

上
)
と
あ

る
の
と
通
じ
る
も

の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
第
二
乗
、
第

三
乗
が
無

い
以
上
、
そ
れ
ら
と
相

対
的
な
存
在

で
あ
る

一
乗
も
消
え
去

る
と

い
う
も

の
で
あ

る
。
道
生

は

「
理
」
に

つ
い
て
も
、
唯

一
と

い
う
規
定
さ
え

も
最
終
的
に
は
拒
絶
す

る
超
越
性

を
認
め
た

の
で
あ

ろ
う
。

(
4

)
「
理

」

の
優

越

性

前

項

で

は

「
理

」

の
性

格

の
な

か

で
最

も
重

視

さ

れ

て

い
る

唯

一
性

に

つ
い
て
考

察

し

た

が

、
道

生

は

「
理
」

に

つ
い
て
さ

ま
ざ

ま

な

形
容

語

を

付

し

て
、
そ

の
優

越
性

を

指

摘

し

て

い
る

。
た

と
え

ば

、
用
例

9

の

「
理
広

」
、
29

の

「
理

無
窮

限

」
、
63

の

「
理

広
無

量

」
な

ど

は

、
「
理
」

の
広

大

無

辺

さ

、
普

遍

性

を
指

摘

し

た
も

の
で
あ
り

、
19

の

「
道
高

理
遠

」
、
26

の

「
理

既
幽

遽

」
、
40

の

「
理
妙

因
円

」
、
44

の

「
理

深

必
信

少

」
、

71

の

「
至

理

玄

遠
」
、

73

の

「
理
深

道

遠

」
、
92

の

「
理

深
道

妙

」
、

鵬

の

「
人

高

理
遠

」
な
ど

、
す

べ

て

「
理

」
の
奥

深

い
こ
と

、
遠

大

な

こ
と

、

優

れ

た

こ

と
を

指

摘

し
た

も

の

で
あ

る
。

ま

た

、

「
理

」

が

現
象

世
界

を

越
え

た
も

の

で
あ

る

こ
と

は
、

13

の

「
夫

玄

理
幽

淵

、

出
乎

数

域

之
表

」
、

39

の

「
理
超

数

表

」

に

示
さ

れ

、

凡

夫

の
理

解
を

越

え

た
も

の

で
あ

る

こ
と

は
、

73

の

「
理
鍮

情

外
」
、

82

の

「
人
情

昧

理

」

に
示

さ
れ

て

い
る
。
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(
5
)
仏
と

「
理
」

以
上

の
よ
う

に
さ
ま
ざ

ま
に
性
格
づ
け
ら
れ
る

「
理
」
と
、
修
行
者

の
主
体
的
な
関
係
に

つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て

い
る
で
あ

ろ

う

か
。

10

の

「
菩
薩
未
尽

理
」
、

11

の

「
仏
尽
理
全
」
を
比
較

す
る
と
、
仏

こ
そ
が
は
じ
め

て

「
理
」
を
完
全

に
窮
め
尽
く
す

こ
と
が
で
き
、

ま
だ
仏
果
を
実
現
し

て

い
な

い
菩
薩

は

「
理
」
を
窮
め
尽
く
す

こ
と
が
で
き
な

い
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

こ
の
こ
と
は
、

68
の

「
聖

既
会
理
」
に
も
よ
く
示
さ
れ

て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、
仏
と

「
理
」
は
密
接
な
関
係

に
あ
り
、
仏
だ
け
が
完
全

に
窮

め
尽
く
す
こ
と

の
で
き

る

「
理
」
と

い
う
意
味

で
、
「
仏

理
」
と

い
う
用
語
が
造
語
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
用
例

の
22
の

「
仏
理
幽
遠
」
、

59
の

「
仏
理
絶
人
」
が
そ

の
例

で
あ

る
。

15
の

「
如
来
理
円
無
欠
、
道
無
不
在
」
も
如
来
が
完
全
な

「
理
」
を
具
え

て

い
る
こ
と
を
指
摘

し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

ま
た
、
仏
が

「
理
」
を
窮
め
尽
く
す
と

い
う
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に

一
歩
進
め

て
、
仏
と

「
理
」

は

一
体
化
し
た
も

の
と
捉
え

ら
れ

る
。
用
例

53
の

「
理
為
法
身
」

は
、
「
理
」
を
法
身
と
し
た
も

の
で
あ
り
、
25
の

「
仏
縁
理
生
」
は
、
仏
が

「
理
」
か
ら
生

じ
る
も

の
と
し

て
い
る
。

菩
薩

は

「
理
」
を
窮

め
尽
く

し
て
い
な

い
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
当
然
、
仏
果
を
目
指

し
て

「
理
」
を
窮
め
尽
く

そ
う
と
努
力
す
る
過
程

に
あ

る
わ
け
で
あ

る
。
安
楽
行
品

の

「
行
処

・
親
近
処
」
は
、
菩
薩
行

の
あ
り
方
を
説

い
た
も

の
で
あ
る
が
、
そ

の
注

で
あ
る
86
、

87
、

89
、

90
で
は
、
「
理
」
。に
入

っ
て
実
践
す
る
段
階
が
行
処
と

さ
れ
、
ま
だ

「
理
」
に
入

る
こ
と

が
で
き
ず
、
「
理
」

に
近
づ
く
段
階
を
親
近
処
と
し
て

い
る
。
こ
れ
ら

の
注

に
は

「
入
於
理
」
「
入
理
」
「
近
理
」
「
親
近
理
」
な
ど
と
出

る
。
も
ち

ろ
ん
、
「
入
理
」
と
言

っ
て
も
、
完
全

に

「
理
」
を

窮
め
尽
く
す
仏

の
次

元
を
意

味
す
る

の
で
は
な

い
。
ま
た
、
85
に

「
理
不
可
頓
階
」
と
あ
る
よ
う

に
、
「
理
」
は
頓
に
は
到
達
す
る

こ
と
が
で

き

な

い
こ
と
を
指
摘

し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

「
理
」
に
近
づ
く
方
向
と
は
、
ま

っ
た
く
逆
に
迷

い
の
方
向

に
行
く

こ
と

は

「
乖
理
」
と

い
う
用
語

で
表

さ
れ
る
。

41
の

「
乖

理
成
横
而
有
諸
苦
」
、
61
の

「
乖
理
為
惑
。
惑
必
万
殊
。
反
則
悟

理
」
が
そ

の
例
で
あ
る
。
21
の

「
五
邪
見
本
背
真
違
理
」
も
同
様

の
例

で
あ

る
。
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む
す
び

『
妙
法

蓮
花
経
疏
』
に
見
ら
れ
る

「
理
」
の
用
例
を
す

べ
て
網
羅
し
て
考
察
を
加
え

る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
重
要
と
思
わ
れ
る
用
例
を
、

五
項
目
に
分
類
し
て
考
察
、
論
評
し
た
。
仏

の
み
が
完
全

に

「
理
」
を
窮
め
尽
く
す

こ
と

が
で
き
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
仏
は

「
理
」

と

一
体
化
し
た
も

の
と
捉
え
ら
れ
た
こ
と
、
そ

の

「
理
」

は
現
象
世
界
を
越
え
、
言
語
表

現
を
越
え
、
凡
夫

の
理
解
を
越
え
た
も

の
で
あ

る
け

れ
ど
も
、
仏
は

「
事
」
「
言
」
を
通

し
て
、
そ

の

「
理
」
を
示
そ
う

と
す

る
こ
と
、
そ

の
よ
う

に
示
し
た
も

の
が
、
と
り
も
な

お
さ
ず
仏

の
経

典

で
あ
り
、
『
法
華

経
』
も
そ

の

一
で
あ

っ
て
、
当
然

「
理
」
が
説
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
、
『
法
華
経
』

の
中
心
的
教
説
で
あ

る

一

因

一
果

の
法
門
が

「
理
説
」
と
呼
ば
れ

て

い
る
こ
と
、
「
理
」

の
優
越
性

は
さ
ま
ざ

ま
に
形
容

さ
れ
て

い
る
が
、
特

に

『
法
華

経
』

の

一
乗
思

想

と

の
関
連
で
、
「
理
」

の
唯

一
性

が
強

調
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
な
ど
が
明

ら
か

に
な

っ
た
。
他

の
道
生

の
経
疏

に
お
け

る

「
理
」

に

つ
い
て

の
考
察

は
、
別

の
機
会
に
譲

る
こ
と
と

し
た

い
。
付
篇
と

し
て
、
そ

の
用
例
集
を
末
尾
に
掲
げ

る
。

21注

拙
稿

「『
大
般
浬
葉
経
集
解
』
に
お
け
る
道
生
注
」
(『
日
本
仏
教
文
化
研
究
論
集
』
五
、

一
九
八
五
年
三
月
)
を
参
照
。

『
日
本
語

・
日
本
文
化
研
究
論
集
』
(大
阪
大
学
文
学
部
)
四

(
一
九
八
八
年
三
月
)
所
収
。
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[
付

篇

]

[
1

]

『
注
維
摩
詰
経
』
に
お
け
る

「
理
」

m

不
可
思
議
者
、

凡
有

二
種
。

一
日
理
空
。

所
為
難
測
。
(
三
二
八
上
)

125 124123 122121 120119118117

の
用
例

非
惑
情
所

図
。

二
日
神
奇
。
非
浅
識
所
量
。
若
体
夫
空
理
、
則
脱

思
議
之
惑
。
惑
既
脱
　
、
則

若
取
出
悪
之
理
、
則
石
沙
衆
生
与
夫
浄
土
之
人
、
等
無
有
異
。
(
三
三
八
上
)

悟
夫
法
者
、
封

惑
永
尽
、
髪
髭
亦
除
、
妙
絶

三
界
之
表
、
理
冥
無
形
之
境
。
(=
面

三
上
)

閾

疾

不
予
、
理
在
致
傷
、
故
託
以
崇
法
、
招

仏
間
疾
也
。
(=
西

三
下
)

今

日
之
使
理
帰
文
殊
。
而
命
余
尽
人
者
、
託
常
遣
使
之
儀
、
欲
以
仮
顕
維
摩
詰
徳
也
。
徳
以
此
顕
者
、
遣
既
在
昔
、
今
必
高
推
。
推
若
有

理
、
則
理
可
貴
　
。
筍
己
伏
徳
而
籍
、
聞
理
為
貴
。
(
三
四
四
上
)

維
摩
詰
　
在
辮
捷
、
為

一
国
所
偉
。
往
有
致
論
之
理
、
而
舎
利
弗
曾
亦
示
屈
於
彼
、
以
為
不
堪
。
敦
謂
虚
哉
。
(
三
四
四
中
)

三
十
七
品
観

是
見
理
之
懐
也
。
以
従
理
而
見
故
、
意

可
住

耳
。
若
貴
観
得
理
、
即
復
是
為
観
所
惑
、
則
失
乎

理
、
非
所
以
観
也
。
(三
四

五
上
1
中
)

既
観
理
得
性

、
便
応
縛
尽
泥
沮
。
(
三
四
五
中
)

封
著
者

、
則
乖
於
法
理
。
乖
違
、
誠
出
彼
情
。
而
説
法
者
、

可
致
闇
根
之
嫌
。
又
有
不
如
法
説
之
　
。
白
衣
非
取
道
之
操
。
幸
可
不
説
捨

俗
之
理
、
以
傷
其
本
也
。
(二
面

五
下
)

自
此
以
下
、
大
論
法
理
也
。
法
有

二
種
。
衆
生
空
、
法
空
。
衆
生
空
、
法
空
、
理
誠
不
殊
。
然
於
惑
者

取
悟
、
事
有
難
易
、
故
分
之
也

。

…

…
言
衆
生
自
出
著
者

之
情
、
非

理
之
然
也
。
情
従
理
、
謂
之
垢
也
。
若
得
見

理
、
垢
情
必

尽
。
以
離
垢
験
之
、
知
無
衆
生
也
。
(三
四
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六
上
)

然
則
法
与
法
性
、
理

一
而
名
異
。
故
言
同
也
。
(三
四
六
下
)

著
有
、
則
乖
理
遠
　

。
故
空
宜

順
也
。
(
三
四
七
上
)

遣
成
無
相

、
似
有
意
作
。
意
作

非
理
、
故
言
無
作
也
。
(同
前
)

住
平
等
者
、
出
家
本
求
泥
沮
。
泥
沮
為
等
、
則
住
之
　
。
筍
住
等
法
、
理
無
偏
情
、
故
言
応
次
行
乞
食
也
。
(
三
四
八
上
)

更
申
前
語
也
。
食
事

難
麓
、
其
理
自
妙
。
要
当
於
諸
法
得
等
然
後

可
等
之
　
。
(三
五
〇
上
)

此

一
階
使
言
反
而
理
順
也
。
荷
体
空
内
明
、
不
以
言
反
惑
意
　
。
…
…
若
以
無
仏
可
見
、
為
不
見
仏
、
無
法

可
聞
、
為

不
聞
法
、
則
順
理

ム矢
。
(
三
五
〇
下
)

順
在
六
師
之
理
、
是
悟
之
所
由
為
師
。
又
従
以
成
出
家
道
也
。
(
三
五

一
上
)

順
在
若
師

六
師
理
為
出
家
者
、
錐
三
悪
道
、
而
不
乖
堕
也
。
(三
五

一
中
)

順
在
解
邪
見
理
、
為
入
也

。
既
入
其

理
、
即
為
彼
岸
、
無
復
彼
岸
之

可
到
。
(同
前
)

順
在
既
住
八
難

理
中
、
心
与
煩
悩
理
冥
。
即
之
為
浄
、
無
復
浄
之
不
可
離
也
。
(三
五

一
下
)

仏
以
窮
理
為
主
、
言
必
在

通
。
…
…
然
則

四
為

可
悪
之
法
。
無
之
是

可
楽
理
也
。
原
夫

五
本
為
言
、
以
表
理
之
実
也
。
(
三
五
三
下
)

推
無
在
之
為
理
、
是
諸
法
之
実
也
。
実
以
不
生
不
滅
為
義
。
(三
五
四
中
)

無
所
起
者

、
無
常
明
無
本
之
変
理
在
於
生
。
(同
前
)

惑
者
皆
以
諸
法
、
為
我
之
有
也
。
理
既
為
苦
、
則
事

不
従
己
。
(
同
前
)

理
既
不
従
我
為
空
、
豊
有
我
能
制
之
哉
。
則
無
我
　
。
無
我
、
本
無
生
死
中
我
、
非
不
有

仏
性
我
也
。
(同
前
)

除
罪
用
術
、
於

理
既
迂
。
(
三
五
五
下
)

衆
生
心
相
無
垢
、
理
不
得
異
。
但
見
与
不
見
為
殊
耳
。
(
三
五
六
上
)
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取
我
相
者

、
不
能
廃

己
従

理
也
。
既
取
我
相
、
見
便
転
也
。
(三
五
六
中
)

善
解
律
為

理
也
。
(
三
五
六
下
)

世
栄
錐
楽

、
難

可
久
保
。
出
家
之
理
、
長
楽
無
為
。
山豆
可
同
年
語
其
優
劣
。
(
三
五
七
下
)

正
以
無
利
無
功
徳
、
為
出
家
理
也
。
(同
前
)

無
為
是
表
理
之
法
、
故
無
実
功
徳
利
也
。
(同
前
)

諸
長
者
子
既
以
有
関
、
乖
出
家
事
。
而
聞
在
家
有
出
家
之
理
、
欣
然
従
之
。
(
三
五
九
上
)

且
略
示
其
無
病

理
也
。
言
都
無
致
病
之
本
、
而
有
楽

因
普
会
、
自
応
有
何
疾
耶
。
(三
五
九
中
)

以
向
来
語
、
当
知
必
如
下
説
也
。
思
欲
是
妄
想
之
懐

、
致
病
本
也
。
如
来
身
従
実
理
中
来
、
起
不
由
彼

、
応
有
何
病
耶
。
(三
五
九
下
⊥

二

六
〇
上
)

仏
為
悟
理
之
体

、
超
越
其
祓
。
応
有
何
病
耶
。
(三
六
〇
上
)

正
位
者
、
永
与

邪
別
也
。
然
則
以
無
無
量
生
為
正
位
者
、
無
有
受
記
。

理
自
明
也
。
…
…
無
無
量
生
、

原
在
悟
理
。
是
得
者
之
所
達
。
自

応
以
正
位
、
於
内
明
之
也
。
(三
六
〇
中
-
下
)

如
是
悟
理
之
法

、
故
即
以
明
之
也
。
理
既
已
如
、
量
復
有
如
之
生
滅
哉
。
(
三
六

一
下
)

無
得
者
、

一
切
衆
生
不
得
、
便
応
亦
是
此
得
之
理
　
。
(
三
六
二
上
)

菩
提
既
是
無
相
理
極
之
慧
。
言
得
之
者
、
得
即
是
菩
提
相
也
。
果
是
其
相
、
則
非
実
　
。
筍
得
非
実
、

一
切
衆
生
亦
是
此
之
得
理
也
。
…

…
山豆
応
懸
指
有
得
乎
所
指
、
筍
巳
験
無
、
為
指

理
自
冥
　
。
(三
六
二
上
)

見
謂
渉

理
。
須
以
教
釈
之
焉
。
(三
六
二
中
)

応
悟
群
生
為
仏
義
　
。
既
従
行
来
、
而
理
極
於
斯
、
故
云
住
也
。
(三
六
五
上
-
中
)

夫
善

悪
理
隔
、
無
相
干
之
道

。
(
三
六
五
中
)
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向
教
其
行
施
。
彼
既
従
之
、
理
応
為
受
。
…
…
言
沙
門
釈

子
者
、
明
己
理
所

不
応
、
非
筍
逆
入
善
也
。
(三
六
六
上
)

入
理
未
深
、
不
能
無
楽
。
若
無
有
代
、
必
思
旧
楽
而
退
　
。
(
三
六
六
中
)

魔
天
以
不
信
正
為
本
、
故
令
信
仏
也
。
夫
理
本
無
定
。
荷
能
楽
之
、
則
為
楽
　
。
既
楽

而
恒
、
又
益
楽
也
。
(三
六
六
中
)

既
不
復
楽
於
魔
宮
、
当
復
有
理
使
楽
之
不
耶
。
(
三
六
七
中
)

施
従
理
出
、
為
法
施
也
。
為
会
謂
辮
旦
ハ足
也
。
(
三
六
八
上
)

財
是
有
限
之
物
、
施
従
此
出
、
理
自
不
得
普
而
等
也
。
(同
前
)

旨
問
法
施
会
為
大
之
理
也

。
(同
前
)

又
此
為
施
、
理
無

不
周
、
亦
無

不
等
。
(
三
六
八
中
)

慈
本
所
念
在
彼
、
理
不
得
偏
。
不
偏
念
者
、
唯
欲
普
益
也
。
菩
提
既
無

不
等

、
又
能
実
益
。
若
以
此
理
為
懐
、
山豆
虚
也
哉
。
(
三
六
八
下
)

将
現
神
力
、
以
表
説
理
之
功
。
功
既
非
測
、
以
験
所
説
是
実
。
(三
七

一
中
V

既
以
体
理
為
懐
。
(
三
七

一
中
)

如
是
者
、
謂
前
理
爾
也
。
(
三
七

一
下
)

又
凡
病
者
、
理
必
須
侍
。
亦
莫
知
其
所
。
復
何
在
乎
。
(三
七
二
下
)

上
空
是
空
慧
空
也
。

下
空
是
前

理
空
也
。
(同
前
)

若
理
果
是
空
、
何
用
空
慧

然
後
空
耶
。
自
有
得
解
之
空
慧
。
此
空
即
是
慧
之
所
為
、
非
理
然
也
。
何
可
以
空
慧
然
後
空
者
、
理
可
不
然
乎

哉

。
(
三
七
三
上
)

向
言
空
慧
者
、
非
謂
分
別
作
空
之
慧
也
。
任
理
得
悟
者
耳
。
若
以
任
理
為
悟
而
得

此
然
後
空
者
、
理
可
不
然
乎
哉
。
(同
前
)

前
推
理
実
、
為
空
極
。
(三
七
三
中
)

而
解
脱
中
無
之
者
、
故
知
諸
見
理
必
然
也
。
(三
七
三
下
)



道生撰 『妙法蓮花経疏』 における 「理」の概念 について137

181 18017917$177194 193192191.19018918$187186185184183182

心
行
者
、
不
従

理
為
懐
也
。
懐

不
従
理
者
、
纏
縛
生
死
、
不
相
出
也
。
(同
前
)

若
不
就
化
、
永
与
之
乖
、
量
得
使
悟
有
宗
理
乎
。
(三
七
四
上
)

魔
与
外
道
是
背

理
之
極
。
(同
前
)

病
是
形
。
理
有

必
可
見
。
而
無
其
実
、
故
言
爾
也
。
(同
前
)

錐
已
亡
惑
無
身
、
終

不
綴

理
。
於
理

不
綴
、
必
能
窮
之
、
窮
理
尽
性

、
勢
帰
兼
済
。
…
…
然
則
厭
身
、
出
於
在
惑
、
非

理
中
懐
也
。
(三

七
五
上
)

理
若
無
常
、
則
以
失
所
愛
致
悩
。
…
…
就
理
為
言
、
量
得
然
乎
。
(
同
前
)

然
此

四
句
皆
随
義
作
次
、
理
尽
兼
　
。
(同
前
)

筍
為
病
切
所
牽
、
不
得
不
推
病
理
也

。
病
理
是
無
。
何
能
牽
我
哉
。
(
三
七
六
上
)

今
推
身
為
理
、
唯
以
四
大
合
成

、
無
復
別
法
。
(
同
前
)

空
理
無
病
。
病
有
空
耳
。
就
病
言
之
、
故
謂
空
為
病
也
。
(
三
七
七
上
)

拠
患
受
之
情
、
欲
求
無
滅
之
者
、
必
取
其
足
能
除
患
之
処
、
以
為
妙
極
、
不
復
希
尽
理
也
。
是
則
証
明
無
義
、
中
道
而
止
　
。
(三
七
七
中
)

若
久
観

理
、
明
後
生
則
無
　
。
是
以
言
設
身
有
苦
也
。
(同
前
)

三
界
之
法
耳
。
非
実
理
也
。
(三
七
七
下
)

以
無
所
得

理
、
断
之
也
。
(同
前
)

二
見
本
以
得
内
外
法
為
懐
。
智
慧
観
之
、
理
無
内
外
。
然
後
二
見
、
不
復
得
内
外
也
。
(同
前
)

慧
亦

二
種

。

一
為
観
理
伏
心

。
二
為
於
観
結
尽
。
観
理
伏
心
者
、
三
乗
所
同
偏
執
、
則
縛
在
小
也
。
(三
七
八
下
)

観
理
伏
心

、
必
悪
生
死
。
以
為
化
方
便
、
造
之
而
得
耳
。
(三
七
九
上
)

理
常
絞
然
若
此
、
而
衆
生
乖

之
弥
劫
。
菩
薩

既
以
悟
之
、
能
不
示
諸
。
(
三
八
四
中
)
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夫
有
煩
悩
、
出
於
惑
情
耳
。
便
応
観
察
法
理
以
遣
之
也
。
然
始
観
之
時
、
見
理
未
明
、
心
不
住
理
。
(三
八
六
上
)

念
力
而
観
、
為
造
理
之
初
。
始
是
制
悪
就
善
者
。
(
三
八
六
中
)

無
住
、
即
是
無
本
之
理
也
。
(三
八
六
下
)

一
切
諸
法
莫

不
皆
然
。
但
為
理
現
於
顛
倒
、
故
就
顛
倒
取
之
、
為
所
明
ム矢
。
(同
前
)

密
欲
因
事
暢

理
、
以
明
不
畏
生
死
、
故
難
入
而
不
染
也
。
(三
八
七
上
)

故
因
事

以
明
斯
義
。
理
亦
如
事
也
。
(同
前
)

如
法
不
如
法
、
出
惑
想
之
情
耳
。
非
華
理
然
也
。
(
三
八
七
中
)

若
体
華
理
無
好
悪
者

、
乃
合
律
之
法
耳
。
(同
前
V

維
摩
詰
居
此
室
而
応
者
、
大
明
宗
極
之
理
也
。
而
宗
極
之
理
無
取
小
義

。
(
三
八
八
下
)

此
室
常
表
於
理
。
見
之
乃
為
入
耳
。
果
得
入
之
、
不
復
為
諸
垢
所
悩
　

。
(
三
八
九
上
)

仏
理
常
在
其
心
。
念
之
便
至
　
。
(同
前
)

所
以
始
於
有
身
終
至

一
切
煩
悩
者
、
以
明
理
転
扶
疎
、
至
結
大
悟
実
也
。
(
三
九
二
上
)

可
以
庇
非
法
風
雨
、
而
障
結
賊
之
患
、
是
舎
之
理
也
。
(
三
九
三
中
)

悦
以
取
人
、

四
摂
理
也
。
(
三
九
三
下
)

又
理
高
而
扶
疎
、
為
樹
之
像
。
(同
前
)

此
七
既
以
浄
好
為
理
、
而
従
定
水
中
出
、
義
為
水
中
華
焉

。
(三
九
四
上
)

財
宝
有
七
。
其
理
無
窮
。
富
之
極
者
也
。
(三
九
四
下
)

四
以
擬

四
方
也
。
禅
以
安
楽
為
理
。
床
之
象
者
也
。
(同
前
)

乖
理
為
造
、
故

三
宝
皆
無
為
也
。
(
三
九
八
中
)
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以
其
向
念
、
故

教
食
也
。
亦
欲

因
以
明
食

之
為
理
。
(
四
〇

一
上
)

而
今
云
爾
者
、
以
明
此
飯
為
宣

理
之
極
、
備
有
其
義
焉
。
(
四
〇
三
下
)

如
者
、
謂
心
与
如
冥
、
無
復
有
不
如
之
理
。
従
此
中
来
、
故
無
不
如
ム矢
。
(
四
〇
五
中
)

不
尽
有
為
、
是
求
理
不
捨
生
死
之
懐
、
以
慈
悲
為
本
、
故
始
明
之
焉
。
(四
〇
六
中
)

不
生
無
為
、
是
窮
理
将
入
生
死
之
懐
、
以
満
願
為
極
、
故
終
明
之
焉
。
(四
〇
九
上
)

集
法
薬
者
、
使
備
有
諸
法
理
也
。
為
功
徳
意
　
。
(四
〇
九
中
)

若
以
見
仏
為
見
者
、

此
理
本
無
。
仏

又
不
見
也
。
不
見
有
仏
、
乃
為
見
仏
耳
。
(
四

一
〇
上
)

明

不
在
　
為
晦

　
。
然
理
不
得
在

耳
、
非
為
晦
也
。
(
四

=

上
)

自

此
以
下
、
明
仏
無

相
理
中
無
之
也
。
(四

一
二
上
)

是
生

死
之
理
、
而
不
実
也
。
(
四

一
二
中
)

若
受
持
読
諦
此
経
、
既
全
其

理
。
又
使

日
増
於
仏
法
身
。
(
四

一
四
中
)

衣
食
供
養
、
本
以
施
功
致
福
、
非
求
理
之
法
。
(同
前
)

体

此
経
理
、
終
成
菩
提
、
故
従
中
生
。
(
四

一
四
下
)

実
相
理
均
、
量
有
深
浅
哉
。
(
四

一
五
上
)

理
無
退
処
、
従
之
必
至
。
(匝

一
五
中
)

義

謂
言
中
之
理
也
。
而
此
経
善
分
別
之
。
(
四

一
五
下
)

明
見
法
理
、
必
能
示
諸
不
達
。
(同
前
)

説
不
違
因
縁
理
也
。
(同
前
)

三
乗
皆
同
以
其

理
為
悟
、
故
無

不
摂
。
(
四

一
六
上
)
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錐
日
総
摂
賢
聖
智
慧

、
二
乗
不
尽
其
理
。
唯
是
菩
薩
所
行
之
道
而
已
。
(同
前
)

情
不
復
乖
因
縁
理
也

。
(
四

一
六
下
)

既
順

因
縁
理
、
則
離
有
無
諸
邪
見
。
(同
前
)

順
因
縁
理
、
無
復
邪
見
者
、
無
生
法
忍
也

。
(同
前
)

不
復
逐
語
取
相
、
而
昧
其
理
也

。
(同
前
)

若
識
以
著
為
情
、
智
以
達
理
為
用
、
終
不
復
従
識
乖
智
也
。
(四

一
七
上
)

辮
理
者
、
為
了
義
経
也
。
難
日
巧
辞
而
無
理
者
、
為
不
了
義
也
。
(同
前
)

人
行

理
、
無
非
法
為
法
也
。
(
同
前
)

[
H
]

『
大
般
浬
藥
経
集
解
』

に
お
け
る

「
理
」
の
用
例
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夫
真

理
自
然
、
悟
亦
冥
符
。
真

則
無
差
、
悟
量
容
易
。
〈
三
七
七
中
)

応
感
之
事
是
仏
境
界
。
示

同
於
外

、
理
不
可
請
。
内
実
常
存
、
又
何
所
請
耶
。
(三
九
四
中
)

以
理
験
知
、
非
実
浬
桑
也

。
(三
九
四
下
)

以
仏
所
説
、
為

証
真
実
之

理
本
不
変
也
。
唯
従
説
者
、
得

悟
乃
知
之
耳
。
所
説
之
理
既
不
可
変
、

既
以
如
来
無
為
為
解
。
理
無
偏
惑
、
壁
乏

一
子
。
生
在
所
寄
、
謂
之
寄
生
也
。
(
=
元

六
中
-
下
)

言
　

既
漫
、
理
応
致
疑
。
(
四
〇
〇
下
)

三
無
離
理
、
故

別
之
尤
非
。
(
四
〇

一
下
)

具
倒
非
脩
。
理
固
然
　
。
(
四
〇
四
下
)

明
知
其
悟
亦
湛
然
常
存

也
。
(
三
九
五
下
)
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常
与
無
常
、
理
本
不
偏
。
(
四
〇
六
中
)

修
常
然
後

乃
解
無
常
、
其
理
始
是
得
来
在
我
、
故
日
智
也
。
(
四
〇
七
上
)

問
於
寿
本
、
是
菩
薩
事

、
理
非
声
聞
所
応
妄

予
、
故
推
之
焉
。
(
四

一
〇
上
)

作
醍
醐
者
、
本
是
婦
女

所
能
。
若
従
其
受

、
必
有
成

理
。
(
四

一
八
中
)

法
性
照
円
、
理
実
常
存

。
至
於
応
感
、
山豆
暫
療
耶
。
(
四
二
〇
上
)

種
既
断
、
長
寿
理
絶
。
(四
二
八
上
)

法

理
湛
然
、
有
何
興
何
没
。
但
行
之
則
盛
、
不
行
則
衰
耳
。
(四
三
九
上
)

教
理
未
顕
、
故
有
此
問
也
。
(
四
四
八
上
)

既
騎
成
仏
之
理
。
又
障
見
成
之
明
也
。
(
四
四
八
中
)

蔵
者
、
常
楽
之
理
隠
伏
未
発
也
。
(
四
四
八
下
)

理
不
可
没
。
唯
我
能
知
也
。
(四
四
九
中
)

既
理
顕
身
中
、
亦
是
語
知
顕
也
。
(
四
五
二
中
)

往
古
諸
仏
説
無
我
法
。
無
我
之
理
如
彼
木
笛
有
外
無
内
也
。
(四
五
三
中
)

常
我
之
理
応
万
行
之
時
、
義
味
悉
在
於
経
文
　
。
(四
五
三
下
)

仏
浬
葉
後
、
尋
研
経
教
、
偏
執
其
義

。
於

一
味
之
理
、
随
説
成
異
。
(同
前
)

不
以
取
之
有
偏
、
正
理
遂
壊
。
不
以
受
身
不
同
使
真
我
断
也
。
(四
五
四
上
)

挙
近
事
、

以
讐
遠
理
也

。
(
四
六

一
上
)

籔
論
理
衷
、
要
従
縁
生
、
非
他
非
自

也
。
(
四
六

一
中
)

然
則
文
字
語
言
当
理
者
、
是
仏
。
乖
則
凡
夫
。
(
四
六
四
上
)
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理
無
二
実
、
而
無

二
名

。
如
其
相
有
、
不
応
設

二
。
如
其
相
無

、
二
斯
妄
　
。
(
四
八
七
上
)

理
如
所
談
、
唯

一
無

二
。
方
便
随
俗
、
説
為
二
耳
。
(
四
八
七
中
)

案
名
而
言
、
唯
在
結
滅
、
不
及
不
滅
。
結
滅
害
除
、
理
応
証
知
。
斯
則
名
諦
。
(
四
八
九
中
)

理
既
不
然
、
便
応
聞
自

是
聞
、
不
聞
自
是
不
聞
也
。
(
五

一
六
中
)

不
聞
之
理
遂
不
可
聞
者
、
蹟
亦
大
也
。
(
五

一
六
下
)

尽
者
、
結
習
都
尽
也
。
善
性
者
、
理
妙
為
善
、
反
本
為
性
也
。
(
五
三

一
下
)

得
理
為
善
、
乖
理
為
不
善
。
(
五
三
二
中
)

可
見
之
相
者
、
衆

理
在
人
、
故

可
見
也
。
…
…
未
能
究
理
、
何
以
為
実
也
。
(
五
三
二
下
)

常
無
常
乃
至
浄

不
浄
者
、
実
相
言
理
。
故
与
法
不
同
也
。
人
自
乖
之
、
倒
於

四
耳
。
四
中
無
倒
。
理
之
本
　
。
善
不
善
者
、
乖
理
故
不
善
。

反
之
則
成
善
也
。
若
有
若
無
若
見
若
不
見
者
、
理
隠
似
無

。
又
若
無
可
見
也
。
若
浬
桑
解
脱

及
断
者
、
乖
理
成
縛
。
得
理
、
則
浬
般
木
解
脱

及
断
也
。
若
知

不
知
者

、
理
中
無
有

不
知
也
。
若
証
不
証
者
、
理
隠
似
若
難
明
、
而
画
然

可
証
知
也
。
…
…
此
七
義
理
同
、
而
義
趣
不

一
。

(
五
三
二
下
ー
五
三
三
上
)

今
以
警
理
、
結
句
後

明
也
。
…
…
無
物
之
空
、
理
無
移
易
、
為
常
無
也
。
(
五
三
一二
上
)

若
仏
性
不
可
得
断
、
便
已
有
力
用
、
而
親
在
人
体
。
理
応
可
見
。
何
故
不
見
耶
。
(
五
四
三
中
)

若
常
則
不
応
有
苦

、
若
断
則
無
成
仏
之
理
。
如
是
中
道
観
者

、
則
見
仏
性
也
。
(
五
四
六
下
)

菟
馬
度
河
、
不
得
河
底
。
以
況
衆
生
無
明
所
覆
不
見
理
也
。
(
五
四
七
中
)

智
解
十

二
因
縁
、
是
因
仏
性
也
。
今
分
為

二
。
以
理
由
解
得
従
理
故
、
成
仏
果
。
理
為
仏
因
也
。
解
既
得
理
、
解
為
理
因
。
是
謂
因
之
因

也
。
(五
四
七
下
)

成
仏
得
大
浬
桑
、
是
仏
性
也
。
今
亦
分
為

二
。
成
仏
従
理
、
而
至
是
果
也

。
(同
前
)
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乖

理
為
作
有
。
皆
因
縁
生
也
。
無
不
因
無
不
果
也

。
(
五
四
八
上
)

十
住

幾
見
髪
髭
其
終
也

。
始
既
無
際
、
窮
理
乃
観
也
。
(
五
四
八
下
)

法
者

、
理
実
之
名
也
。
見
十

二
縁
、
始
見
常
無
常

、
為
見
法
也
。
(
五
四
九
上
)

道生撰 『妙法蓮花経疏』 における 「理」の概念 について

以

上

の
用
例

の
な

か

で
、

齪
、

瑠
、

靭
、

餅
、

捌
、

珊

に
は

「
理

」

が

二
回

出

、

魏
、

窟
、

燭
、

瑠
、

蝦
、

獅
に

は

三
回

出

、

㎜
、

伽
、

捌

に
は

四
回

出

る

の

で
、

『
注

維

摩

詰

経

』

に

は

都

合
、

百

五
十

二
回

の
用

例

が
あ

る
。

ま

た
、

膨
、

脳
、

篇
、

π

に
は

「
理
」

が

二
回
出

、

捌

に
は

五
回

出
、

胴
に

は
九

回

出

る

の

で
、

『
大

般
浬

葉

経
集

解

』

に
は
都

合

、

六
十

一
回

の
用

例

が

あ

る
。

『
妙

法
蓮

花

経

疏

』

に

は
百

三

十

一

回

の
用

例

が
あ

っ
た

の
で
、
全

体

で
三
百

四
十

四
回

の

「
理

」

の
用

例

が
認

め

ら

れ

る
。

(か
ん
の
ひ
ろ
し

・
文
学
部
助
教
授
)
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